
 

 

 

2 調査主体：栃木市 

 

3 調査圏域：小山栃木都市圏 

 

4 調査期間：平成２３年度～平成２４年度 

 

5 調査費：８，８２０千円（当年度までの合計：２４，１１８千円） 

     （総合都市交通体系調査） 

 

6 調査概要 

  栃木市では、市町村合併により市域が拡大し、新市の均衡ある発展や市民の利便性の向上を着

実に図るため、各拠点間の連携強化が不可欠となっているものの、幹線道路における交通渋滞や

交通結節機能の改善が進まないなど、都市交通上の課題に直面している。 

したがって、これらの課題に効果的に対処するため、地域の都市交通網の再構築や公共交通を

中心とした交通施策の推進、都市交通の観点から将来の土地利用を提案するなど、交通施策と土

地利用施策を一体的に取り組む必要がある。 

このような状況を踏まえ、新市のまちづくりを推進していくため、総合的な都市交通計画を策

定しようとするものである。 

本調査においては、昨年度実施した都市交通の定量的な現況把握や、交通実態調査（ミニ PT

調査）、住民意識調査（アンケート調査）から整理した交通需要の予測や将来の都市交通の課題

分析等に基づき、総合的な都市交通体系の計画（都市交通マスタープラン）の策定を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 調査名称：栃木市総合都市交通体系調査 



Ⅰ 調査概要 

 

1 調査名：栃木市総合都市交通体系調査 

 

2 報告書目次 

  序章 

 序-１ 調査の目的 

 序-２ 調査対象地域と目標年次 

 序-３ 調査全体 

第１章 社会動向と地域特性の分析 

 １-１ 栃木市を取り巻く社会環境の変化 

１-２ 栃木市の現状と将来 

１-３ 社会動向と地域特性からみた課題の整理 

第２章 上位計画・関連計画の整理 

２-１ 上位計画の整理 

２-２ 関連計画の整理 

第３章 政策目標の設定 

３-１ 政策目標の基本的考え方 

３-２ 政策目標の設定 

３-３ 都市構成の方針 

３-４ 将来都市構造と交通戦略 

  第４章 都市構造（人口配置）の設定 

   ４-１ 検討フロー 

   ４-２ 人口配置に関わる現況問題 

   ４-３ コンパクトシティを目指した人口配置の設定 

４-４ コンパクトシティを目指した人口配置に向けた取り組みの課題 

４-５ 鉄道駅の拠点性向上と利用促進に向けた施策の検討 

  第５章 将来交通ネットワーク計画の検討 

   ５-１ 道路網計画 

   ５-２ 公共交通利用促進計画 

  第６章 個別計画・施策の検討 

   ６-１ 市街地中心部の交通計画 

   ６-２ 駅周辺整備計画の検討 

   ６-３ 観光資源の魅力向上のための交通施策の検討 

   ６-４ 高速乗合バス活用の検討 

   ６-５ スマート IC（都賀西方 PA）の検討 

第７章 実現に向けた検討 

７-１ 段階的整備計画の検討 

７-２ 実現化方策の検討 

参考資料 

 参考資料１：駅周辺整備計画の検討 

参考資料２：駅前広場のレイアウトパターンの設定 



参考資料３：栃木市総合都市交通体系調査検討委員会設置要綱 

   参考資料４：検討委員会並びに作業部会メンバー 

   参考資料５：計画策定の経緯 

  用語集 

 

３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 委員名簿等 

【栃木市総合都市交通体系調査 検討委員会】 

番号 所  属  等 氏  名 備 考 

１ 宇都宮大学名誉教授 永井  護 委員長 

２ 宇都宮大学教授 森本 章倫  

３ 栃木県 県土整備部 交通政策課長 福田 晴康  

４ 栃木県 県土整備部 道路整備課長 見目 正明  

５ 栃木県 県土整備部 道路保全課長 横嶋 利光  

６ 栃木県 県土整備部 都市計画課長 根岸 昭夫  

７ 栃木県 県土整備部 都市整備課長 岡田 孝一  

８ 栃木県 県土整備部 参事兼栃木土木事務所長 青山 行夫  

９ 栃木警察署 交通総務課長 橋本 和儀  

１０ 東日本旅客鉄道株式会社 栃木駅長 木村 順二  

１１ 東武鉄道株式会社 新栃木駅長 吉田  衛  

１２ 栃木市 総合政策部長 赤羽根 正夫  

１３ 栃木市 生活環境部長 川津 正夫  

１４ 栃木市 産業振興部長 小島 誠司  

１５ 栃木市 都市建設部長 佐藤 理希  

１６ 栃木市 大平総合支所 次長 須藤 善司  

１７ 栃木市 藤岡総合支所 次長 萩原  弘  

１８ 栃木市 都賀総合支所 次長 若林 章元  

１９ 栃木市 西方総合支所 次長 田谷 安久  

 

栃木市総合都市交通体系調査 検討委員会（委員会） 

（委員長：宇都宮大学教授 永井 護） 

栃木市総合都市交通体系調査 検討委員会（作業部会） 

（部会長：宇都宮大学院准教授 森本 章倫） 

栃木市総合都市交通体系調査 検討委員会（事務局） 

（栃木市都市建設部都市計画計画景観担当） 



【栃木市総合都市交通体系調査 検討委員会 作業部会】 

番号 所  属  等 氏  名 備 考 

１ 宇都宮大学大学院准教授 森本 章倫 部会長 

２ 栃木県 県土整備部 交通政策課 公共交通担当 GL 佐野 一道  

３ 栃木県 県土整備部 交通政策課 道路計画担当 GL 古橋  明  

４ 栃木県 県土整備部 道路整備課 整備計画担当 GL 村上 典夫  

５ 栃木県 県土整備部 道路保全課 道路補修担当 GL 江連 圭一  

６ 栃木県 県土整備部 都市計画課 計画担当 GL 大橋 正之  

７ 栃木県 県土整備部 都市整備課 街路担当 GL 苅田  利一  

８ 
栃木県 県土整備部 栃木土木事務所  

企画調査部長補佐兼企画調査課長 
柴  誠  

９ 栃木市 総合政策部 総合政策課長 小保方 昭洋  

１０ 栃木市 生活環境部 交通防犯課長 奈良部 俊次  

１１ 栃木市 産業振興部 商工観光課長 高崎 尚之  

１２ 栃木市 都市建設部 都市整備課長 鈴木  進  

１３ 栃木市 都市建設部 都市計画課長 枝 冨二夫  

１４ 栃木市 大平総合支所 地域まちづくり課長 安穂 元晴  

１５ 栃木市 藤岡総合支所 地域まちづくり課長 塚田  勝  

１６ 栃木市 都賀総合支所 地域まちづくり課長 稲葉 隆造  

１７ 栃木市 西方総合支所 地域まちづくり課長 中田 博之  

 

Ⅱ 調査結果 

 

1 調査目的 

本調査は、市町村合併により拡大した栃木市域において、“新市の均衡ある発展や一体化に資

する交通体系”、市民の利便性を向上させる交通体系“、”企業活動を支える交通体系“、”観光

振興を推進する交通体系“など、総合的な都市交通体系の計画策定に向けて、交通実態調査を実

施し、現状及び将来の交通問題・課題を分析し、実効性のある総合的な交通体系の計画（都市交

通マスタープラン）の策定を行うことを目的とする。 

主に以下の項目について策定・検討を行い、都市交通マスタープランを策定する。 

  １）市町村合併により拡大した栃木市における総合的な都市交通体系の検討 

  ２）最新の交通実態データおよび社会情勢の変化に対応した計画検討 

  ３）総合計画と整合し都市計画マスタープランに反映する計画検討 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容の分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)将来人口配置の検討 

2)鉄道駅の拠点性向上と

利用促進に向けた施策

の検討 

6)市街地中心部の交通計

画の検討 

7)駅周辺整備計画の検討 

8)観光資源の魅力向上の

ための交通施策の検討 

3)道路網計画の検討 

5)産業振興のための交通

施策の検討 

4)公共交通利用促進計画

の検討 

 

－将来交通計画－ 

個別計画・施策 

○市街地中心部の交通計画 

○駅周辺整備計画 

○観光資源の魅力向上のた

めの交通施策 

○高速乗合バスの活用 

○スマート IC（都賀西方 PA） 

将来交通ネットワーク計画 

○道路網計画 

○公共交通利用促進計画 

実現に向けた検討 

○段階的な整備計画 

○実現化方策 

－将来都市像－ 

上位計画・ 

関連計画 

将来都市構造と交通戦略 

社会動向と地域特性 

政策目標 

将来人口配置 

〈都市交通マスタープラン〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来交通需要の予測 

○予測モデル 

○将来交通量 

交通実態調査 

○ミニパーソントリップ調査 

○意識調査 

○現地調査、ヒアリング 

(平成23年度) 

(平成24年度) 



3 調査圏域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 調査成果（都市交通マスタープラン概要版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈市内及び市外の移動における利用交通手段〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．地域の特性と政策目標 

 栃木市の特性 

市内には鉄道3路線の

11駅があり、市外との

移動の約14％は鉄道が

利用されています。で

も、全体では自動車によ

る移動が約73%を占め

ています。 

栃木市を取り巻く社会環境の変化 

栃木市の優位な特性 

栃木市の現況課題 

○自由時間の拡大 

○介護・社会システムの変革 

○伝統的建造物への意識の高まり 

○物流サプライチェーンの再配置の進展 

 

○鉄道網の充実 

○広域幹線道路網の充実 

○大規模事業所の立地 

○豊かな観光資源 等 

 

○高齢化の進行 

○人口減少 

○少子化 

○市街地中心部の空洞化 

○都市計画道路整備の遅れ 

○栃木大通りへの大型貨物車の流入 

○鉄道利用者の減少 

○バスの衰退 

○高い自動車依存 等 

上位計画 

○栃木市総合計画（H24） 

・“自然”“歴史”“文化”が息づき 

 “みんな”が笑顔のあったか 栃木市 

○小山栃木都市計画 都市計画区域の整

備、開発及び保全の方針（H23） 

・既存都市施設の有効活用 

・集約型都市構造の構築 

○とちぎの都市ビジョン（H21） 

・栃木の集約型都市づくり 

○小山栃木都市圏総合都市交通体系調査

（H13） 

○栃木市地域公共交通総合連携計画

（H23） 

○栃木市道路整備基本計画（H24） 

○栃木市バリアフリー基本構想（H24）

等 

関連計画 
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 政策目標の設定と交通戦略 

本市の特性である優位性を活かしながら、課題解決を図るため、上位・関連計画も踏まえて政

策目標を設定しました。 

○政策目標１ 拠点の育成と連携 （→交通戦略１及び２へ） 

⇒既存施設を活用し、駅を中心とする拠点の育成と各拠点の連携を目指す 

○政策目標２ 暮らしやすいまちへの転換 （→人口配置の設定へ） 

⇒人口減少や高齢化に対応し、かつ自動車依存を軽減するコンパクトなまちへの転換を目指す 

○政策目標３ 雇用の場の創出による地域活力増進 （→交通戦略３へ） 

⇒少子高齢化が進む中、地域における雇用の場の創出による地域活力の増進を目指す 

○政策目標４ 観光資源を活用した交流人口の増加 （→交通戦略４へ） 

⇒人口減少に対応し、地域が誇れる観光資源を活用した交流人口の増加を目指す 

政策目標の設定 

交通戦略の設定 

政策目標を達成するための交通戦略を設定しました。 

この交通戦略をもとに、道路や鉄道など具体的な交通計画を提案します。 

交通戦略の設定 

○個別計画・施策 

■市街地中心部の交通計画 

■駅周辺整備計画 

○将来交通ネットワーク計画 

■道路網計画 

■公共交通利用促進計画 

○実現に向けた検討 

■段階的整備計画 

⇒道路網計画の重要整備区間 

⇒鉄道とバスの相互利用の促進等 

⇒自転車レーンの設置等 

⇒駅前広場の整備等 

（新大平下駅西口、藤岡駅東口） 

⇒広域交流の活性化に資する計画

の段階整備 

（観光資源へのアクセス強化、高速 

乗合バスの活用、スマート IC） 

交通計画の提案 

◆都市拠点の育成 
（総合都市交通体系に基づくパッケージ戦略） 
⇒総合都市交通体系の確立 
⇒交通体系を含めた都市計画道路の必要性 
⇒市街地中心部の総合交通体系の形成 

戦
略
１ 

◆地域拠点の育成 
（駅を中心とする公共交通の機能強化） 
⇒公共交通の充実 
（コミュニティバス、デマンドタクシー） 

⇒鉄道駅の機能強化（Ｐ＆Ｒ、バリアフリー等） 

戦
略
２ 

◆新たな雇用創出など 
（高齢者に配慮した産業集積地への通勤アクセ
スの強化） 

⇒街なかへの公共交通によるアクセス強化 
（コミュニティバス） 

⇒工業・流通集積地への通勤アクセス強化 
（企業送迎バス等） 

戦
略
３ 

◆観光資源の魅力向上 
（総合的な交通施策の展開） 
⇒蔵の街の回遊性向上 
（コミュニティバス、歩行者誘導） 

⇒駅と観光・レクリエーション拠点の連携 
⇒高速乗合バスの活用 

戦
略
４ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜将来都市構造と交通戦略のイメージ図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 将来都市構造と交通戦略 

２．将来都市構造 

○政策目標の達成に向け、将来都市構造は鉄道駅を中心に都市拠点・地域拠点を配置した骨格の

形成を目指し、これを支える交通戦略を展開します。 

 

都市拠点：栃木駅から新栃木駅までに形成されている中心市街地に配置 

地域拠点：既存の住宅の集積がある大平、藤岡、都賀、西方の４地域に配置 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 将来都市構造における人口配置の目標 

人口の推移の現況 

○中心部での人口減少と市域全体としての人口拡散が進行しています。 

 

将来人口配置の目標 

○将来人口フレーム 

区分 目標値 

H22年(基準年次) 145,783人 

H34年(中間年次) 135,000人 

H44年(目標年次) 126,000人 

○コンパクトシティを目指した人口配置 

の誘導 

⇒本市全人口の70％を市街化区域 

（非線引き用途地域を含む）に集約 

⇒人口集約を図る地域を限定 

・都市拠点の中心部 

・都市拠点の周辺部 

・各地域拠点 

 

 
 

 

 

コンパクトシティを目指した人口配置に向けた取り組み 

○集約を図る地域における居住促進 

⇒中心部における集合住宅の立地促進 

⇒周辺部や地域拠点における面整備等の良好宅地の整備促進 

⇒空き家、空き地の活用による居住の促進 

⇒鉄道駅の拠点性向上と利用促進に向けた施策の検討 

・市民意識調査のニーズ(最寄駅に必要な施設) 

～総合病院、大型商業施設、託児施設や介護施設 等 

・駅前施設に近接したパークアンドライド用駐車場の確保 

・駅前施設立地のために必要な用地の確保 

○市街化調整区域における開発の抑制 

 

＜人口配置のイメージ図＞ 

〈将来人口配置による人口推移〉 
 

 

都市拠点の中心部 
：栃木駅から新栃木
駅に至る中心市街
地 

都市拠点の周辺部 
：栃木地域市街化区域

のうち中心市街地
以外 

集約を 
図る地域 

地域拠点 
：現行の市街化区域 
及び非線引き用途
地域 

非集約 
地域 
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は約1千人の減少に抑制



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．将来交通ネットワーク計画 

 道路網計画 

道路網計画の基本方針 

将来都市像を達成するために、また、環状道路の未形成、栃木大通りへの大型貨物車等の流入の

課題を解決するために、道路の役割・機能を明確化し、段階構成にもとづく体系的な道路網計画を

立案します。 

道路網計画の立案 

○「2環状8放射」の道路網パターンの形成 

⇒都市拠点の概ね外郭を形成する位置に「外環状」、都市拠点の市街地内には「内環状」道路 

⇒都市拠点と地域拠点等を結ぶとともに、市外各方面へと連絡する「放射」道路 

○既定計画に沿った道路網計画の提案 

⇒現況ストックの活用と既定計画にもとづく道路網計画の提案 

道路網計画の達成による将来の交通状況 

○移動性の向上 

・栃木駅までの所要時間は、

藤岡地域や西方地域から

10分程度短縮（約25％） 

・意識調査（H23年度実施）

による時間短縮の希望を上

回る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○環状道路整備による栃木大通り

の交通量の減少 

・環状道路整備等により、栃木

大 通 り の 交 通 量 が １ 日

7,400台（40％）減少 

・時速30㎞の速度規制を併せ

て実施することで、同交通量

が１日7,600台（41%）減

少 
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1,700

100

0 5,000 10,000 15,000 20,000

凡 例

現況

環状が未形成

計画

環状形成

＋速度40km/h

計画

環状形成＋

速度30km/h抑制

（台／日）

中心市街地に

発着する交通

栃木地域市街地

に発着する交通

市内の通過交通

（外々交通）

18,700台

11,100台

栃木地域市街地を

通過する市内交通

11,300台

＜現況の道路所要時間＞   ＜計画の道路所要時間＞ 

＜環状道路整備等による栃木大通りの交通量の変化＞ 



 

 

＜道路網計画図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公共交通利用促進計画 

コミュニティバス（ふれあいバス）の現状 

○９ 路 線：寺尾線・市街地循環線・市街地北部循環線・部屋線・真名子線・金崎線・ 

大宮国府線・皆川樋ノ口線・藤岡線 

○運 行 本 数：10本／日（大宮国府線）～21本／日（部屋線） 

○運行時間帯：７時台～19時台 

○運 賃：大人（中学生以上） 100円～300円 

子供（3歳～小学生）・障がい者・介護者等 半額 

○利 用 状 況：H23年10月から運行開始の４路線は１日当たり50人から100人以上、 

H24年４月から追加の5路線は１日当たり50人未満 
 

＜路線別月別利用者数の推移(１日当たり)＞ ＜路線別月別利用者数の推移(１便当たり)＞ 
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デマンドタクシー（蔵タク）の現状 

○運行日： 

月曜日～金曜日 

（土日祝日、年末年始除く） 

○運行時間：  

8時便～16時便までの９便／日 

○運賃： 

大人（中学生以上） 初乗り300円 

・乗り継ぎ200円 

子供（３歳～小学生）・障がい者・ 

介護者等 半額 

○利用状況： 

1日当たり約240人、 

運行開始当初から約3.8倍に増加 

３．将来交通ネットワーク計画 

＜月別利用者数の推移：月別総数と 1 日当たり＞ 
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公共交通利用促進計画 

○鉄道とバスの連携方策 

⇒鉄道とバスの相互利用の促進 

⇒駅前広場及び駅アクセス道路の整備促進による鉄道とバスの接続強化 

⇒バスの運行ダイヤの調整による乗り継ぎ待ち時間の短縮 

○デマンドタクシーの活用方策 

⇒官民連携によるデマンドタクシーの運行支援の仕組みづくり 

＜コミュニティバスの役割＞ 
・鉄道利用圏域外の郊外市街地における居住者の移動手段 

＜デマンドタクシーの役割＞ 
・鉄道とバスによる公共交通圏域外に居住する高齢者や障

がい者等の交通弱者に対する移動手段 

 

○鉄道とバスの接続強化 

・駅前広場の整備促進 
・駅アクセス道路の整備

促進 

○官民連携によるデマン
ドタクシーの運行支援の
仕組みづくり 

・支援体制の維持・発展 

・民間事業者等による割引

制度の導入 

 

○新大平下駅･藤岡駅
における鉄道とバス
の相互利用の促進 

・相互利用の周知 

・バスの運行ダイヤの

調整 

○新栃木駅・家中
駅・東武金崎駅に
おける鉄道とバス
の相互利用の促進 

・相互利用の周知 

・バスの運行ダイヤ

の調整 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．個別計画・施策 

 市街地中心部の交通計画 

○栃木大通りにおける通過交通の抑制 

⇒環状道路の整備による迂回路の確保 

⇒コミュニティゾーンによる速度規制（ゾーン30） 

⇒道路標識の案内表示等による誘導 

○中心部におけるコミュニティゾーンの整備 

⇒伝統的建造物群保存地区を中心とするコミュニティゾーンの形成 

⇒エリア内の交通静穏化、通過交通の抑制 

⇒歩行者や自転車の安全、快適な通行空間の創出 

○観光拠点間を結ぶ歩行者・自転車ネットワークの整備 

⇒栃木駅、新栃木駅のレンタサイクル、両駅を結ぶ歩行者・自転車ネットワーク 

⇒栃木大通り及び周辺のバリアフリー化 

○学校集積エリアにおける自転車レーンの設置と一方通行化の検討・協議 

⇒3･4･207号農業会館通り（整備済み）における自転車レーンの設置 

⇒一方通行化（時間規制）等による自転車走行空間の創出 

○市街地中心部への大型貨物車等の進入抑制 

○市街地中心部の歴史的資源の保存 

○学生の自転車通学における安全性の確保 

市街地中心部の課題 

市街地中心部の交通計画 



 

 

 

＜市街地中心部の交通計画図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○栃木大通りにおける通過交通

の抑制 

○中心部におけるコミュニティゾーン

の整備 

○学校集積エリアにおける自転車レーンの

設置と一方通行化の検討・協議 

○観光拠点間を結ぶ歩行者・自転車

ネットワークの整備 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．個別計画・施策 

 駅周辺整備計画 

○駅前広場の整備方針 

⇒４つの駅前広場パターンを設定し各駅の条件（計画面積、バス接続）に応じて適用 

⇒バス、タクシー一般車の乗降場、二輪車・自転車の駐輪場の確保 

⇒バリアフリー及びデマンドタクシーの需要を考慮した乗降場の確保 

駅周辺整備方針 

地域拠点における駅周辺整備計画 

東武金崎駅（半径 250ｍ圏） 

東武金崎駅（半径 250ｍ圏） 

●駅アクセス道路（駅西通り、駅東通り）の
整備 

⇒計画幅員 16.0ｍの断面構成イメージ 
 
 
 
 
 
 

●駅アクセス道路（駅西通り、駅東通り）の整備 

⇒計画幅員 16.0ｍの断面構成イメージ 

●西口駅前広場（計画面積

1,200 ㎡）の整備 

⇒ﾊﾟﾀｰﾝ B-2（1,000 ㎡規模、
バス乗り入れなし） 

●東口駅前広場（計画面積 2,000 ㎡）
の整備 

⇒ﾊﾟﾀｰﾝ A-1（2,000 ㎡規模、バス乗

り入れあり） 
 

東武金崎駅（半径 250ｍ圏） 

家中駅（半径 250ｍ圏） 

●西口駅前広場 

（計画面積 2,380 ㎡） 

の整備 
⇒ﾊﾟﾀｰﾝ A-2（2,000 

㎡規模、バス乗り入 

れなし） 

●駅アクセス道路（家中駅西通り線、家中駅前通り）の整備 

⇒計画幅員 16.0ｍの断面構成イメージ 

●東口駅前広場 

（計画面積 1,000 ㎡）

の整備 
⇒ﾊﾟﾀｰﾝ B-1（1,000

㎡規模、バス乗り入

れあり） 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○駅アクセス道路の整備方針 

⇒歩行者・自転車が安全に駅にアクセスできる歩道及び自転車レーンの確保 

○パークアンドライド用駐車場の整備方針 

⇒３駅（家中駅、JR大平下駅、藤岡駅）におけるパークアンドライド用駐車場の確保 

駅周辺整備方針 

地域拠点における駅周辺整備計画 

●駅アクセス道路（駅西通り、駅東通り）の
整備 

⇒計画幅員 16.0ｍの断面構成イメージ 
 
 
 
 
 
 

新大平下駅（半径 250ｍ圏） 

●駅アクセス道路（新大平下駅前線）及び関連道路

（大平下駅前線）の整備 

⇒計画幅員 16.0ｍの断面構成イメージ 

●西口駅前広場（計画面積 2,000 ㎡）の
整備 

⇒ﾊﾟﾀｰﾝ A-2（2,000 ㎡規模、バス乗り

入れなし） 
 

●東口駅前広場（計画面積 2,000 ㎡）の

整備 
⇒ﾊﾟﾀｰﾝ A-1（2,000 ㎡規模、バス乗り

入れあり） 

 

●駅アクセス道路（藤岡駅前通り）の整備 
⇒計画幅員 18.0ｍの断面構成イメージ 

藤岡駅（半径 250ｍ圏） 



 

 

 

 

 

 

 

〈計画内容〉 〈重要な計画・施策〉 

将来交通ネット
ワーク計画 

道路網計画 
・放射環状の形成など道路網計画の実現に向けた重要整備区間
の設定 

公共交通利用 
促進計画 

・鉄道とバスの相互利用の促進 

・デマンドタクシーの運行支援 

市街地中心部の交通計画 
・栃木大通りにおける自転車レーンの設置 

・学校集積エリアにおける自転車レーンの設置と一方通行化の
実施 

その他の 
個別計画・施策 

駅周辺整備計画 ・新大平下駅西口と藤岡駅東口の駅前広場等の整備 

広域交流の活性
化に資する計画 

・太平山（栃木駅、JR 大平下駅）及び渡良瀬遊水地（藤岡駅）
へのアクセス強化と PR 

・高速乗合バスの中間停車のためのバス停およびパークアンド
ライド駐車場の整備検討 

・スマート IC（都賀西方 PA）の設置に関する協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．実現に向けた検討 

 段階的整備計画 

計画実現に向けて、重要な計画・施策から優先的に取り組むなど、段階的な整備を推進します。 

JR 大平下駅 

藤岡駅 

栃木駅 

スマート IC 
(都賀西方 PA) 

広域交流の活性化に資する計画の段階整備 

太平山 

渡良瀬遊水地 

栃木 IC 

○高速乗合バスの中間停車
のためのバス停及びパー
クアンドライド駐車場の
整備検討 

○自転車によるアクセ
ス強化 

・藤岡駅駅前広場の整備
に併せたレンタサイク
ルの受け皿づくり 

・3･4･603 号藤岡駅前
通り（都市計画道路）
の整備に併せた自転車
レーンの設置 

○コミュニティバス（藤
岡線）を活用したアク
セス強化 

・コミュニティバス（藤
岡線）のアクセス交通
手段としての活用と
PR 

○コミュニティバス（皆川樋
ノ口線）を活用した自然歩
道（栃木駅ルート）による
アクセス機能の補強 

・補助交通手段としてコミュニ
ティバス（皆川樋ノ口線）の
活用と PR 

・案内板、ベンチ等の設置によ
る分かりやすく、安全で快適
な自然歩道コースへの改良 

○路線バス（国学院線）アク
セスの PR 

・太平山へのメインのアクセ
ス交通手段であることをホ
ームページ等により積極的
に PR 

○サイン及び通行帯の設置
による自然歩道（JR 大平
下駅ルート）のアクセス機
能の強化 

・駅前の道が自然歩道コース
であることを案内するため
の情報提供とサイン計画の
検討 

・通行帯の設置による自然歩
道コースの明示と安全性の
確保 

○スマート IC（都賀西
方 PA）の設置に関
する協議 



 

 

 

 

 

〈道路網計画の重要整備区間図〉 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベースは道路網計画図 

 

 

 

 

整備が重要な区間 

道路網計画の重要整備区間 

○市街地の交通整流化 

【3･4･203 号今泉泉川線の 

整備】 

・市街地の東西幹線 

【3･4･201号沼和田川原田線 

の整備】 

・市街地の南北幹線 

・市街地集中の分散 

 

○ 駅へのアクセスの強化 

【3･4･603 号藤岡駅前通りの

整備】 

・藤岡駅へのアクセス 

○ 放射環状パターンの形成 

【市道Ｏ-157 号線の整備】 

・栃木大通り等への通過交通

の抑制 

○ 駅へのアクセスの強化 

【3･4･201 号沼和田川原田線 

の整備】 

・栃木駅南口へのアクセス 

○ 放射環状パターンの形成 

【3･3･3 号小山栃木都賀線の

整備】 

・市街地通過交通の排除 

・市街地アクセス交通の分散 

○ 駅へのアクセスの強化 

【3･4･209 号新栃木駅東口線 

の整備】 

・新栃木駅東口へのアクセス 


